
1４ 

特
集の
差
は
五
ポ
イ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
大
き
な
違
い
は
な
い
。
年
齢
が
若
く
な
る
ほ
ど
、
拒
否
的
な
態
度
は
少
な
く
な
り
、
「
問
題
に
し
な
ど
が
多
く
な
る
。
結

婚
に
つ
い
て
の
態
度
は
、
同
和
地
区
出
身
者
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
日
系
外
国
人
、
障
害
者
そ
れ
ぞ
れ
の
相
関
は
か
な
り
高
い
。
「
同
和
地
区
出
身
者
の
場
合

は
結
婚
に
賛
成
す
る
が
、
障
害
の
あ
る
人
の
場
合
は
反
対
」
は
、
若
い
世
代
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
。
障
害
者
差
別
の
克
服
は
、
若
い
世
代
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
固
定
的
な
性
別
役
割
観
を
も
つ
ひ
と
は
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
や
「
日
系
外
国
人
」
と
の
結
婚
を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
。
犠
牲
者
非
難
の
考
え

方
は
、
結
婚
へ
の
態
度
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
結
婚
を
め
ぐ
る
態
度
に
は
、
付
き
合
い
の
有
無
が
関
係
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
ど
の
よ
う
な

付
き
合
い
の
し
か
た
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
質
が
関
係
し
て
い
る
。

能つＪＬ=、

度そい
はのて

、結比

人
々
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
結
婚
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

京
都
市
で
の
市
民
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
同
和
地
区
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
日
系
外
国
人
、
障
害
の
あ
る
人
に

要 結
婚
差
別
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
つ
い
て

較
し
、
結
婚
差
別
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。

果
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
子
の
結
婚
相
手
が
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
の
場
合
、
市
民
の
過
半
数
は
反
対
の
態
度
を
も
っ
て
い
る
。
強
い
拒
否
の

「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
（
二
一
％
）
、
「
同
和
地
区
出
身
者
」
（
一
八
％
）
、
「
日
本
で
働
き
、
永
住
を
希
望
し
て
い
る
日
系
外
国
人
」
（
一
六
％
）
で
、
そ

約

’
二
○
○
○
年
京
都
市
民
意
識
調
査
か
ら
Ｉ

野
口
道
彦



１５結婚差別に影響を与える要因について

今
、
人
々
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
結
婚
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
影
響

を
あ
た
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
京
都
市
で
の
市
民
を
対
象
と
し

た
意
識
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
同
和
地
区
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
、
日
系
外
国
人
、
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
比
較
し
、
結
婚

差
別
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

京
都
調
査
は
、
京
都
市
に
居
住
し
て
い
る
二
○
歳
以
上
の
市
民

を
対
象
と
し
、
無
作
為
に
七
、
五
○
○
人
を
選
び
郵
送
法
に
よ
っ
て

実
施
し
た
。
回
答
率
は
四
九
・
一
一
一
％
、
有
効
回
答
は
三
、
六
二
○
人

か
ら
得
ら
れ
た
。
調
査
時
期
は
、
二
○
○
○
年
二
月
で
あ
る
。
な

お
、
京
都
調
査
の
特
徴
は
外
国
籍
市
民
も
対
象
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

人
口
比
率
の
応
じ
て
上
記
の
七
、
五
○
○
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
二
二
七

サ
ン
プ
ル
を
外
国
籍
市
民
に
割
り
当
て
た
。
調
査
票
は
、
日
本
語
、

ハ
ン
グ
ル
お
よ
び
英
語
の
三
種
類
を
作
成
し
た
。
＊

「
Ｑ
８
、
あ
な
た
に
お
子
さ
ん
が
い
た
場
合
、
お
子
さ
ん
の
結

二
結
婚
相
手
の
条
件

一
は
じ
め
に

婚
相
手
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
重
視
し
ま
す
か
」
と
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
一
二
項
目
の
選
択
肢
か
ら
三
つ
選
ん
で
も

ら
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
相
手
が
女
性
の
場
合
と
男
性
の
場
合
の
両
方

に
つ
い
て
聞
い
た
。

そ
の
結
果
は
［
表
１
］
の
と
お
り
で
あ
る
。
結
婚
相
手
が
男
性

か
女
性
か
に
よ
っ
て
求
め
る
条
件
は
あ
ざ
や
か
に
分
か
れ
る
。

（
二
男
女
と
も
１
位
、
２
位
に
く
る
の
は
「
性
格
」
、
「
健
康

状
況
」
で
あ
り
、
共
通
し
て
い
る
。

（
三
３
位
以
下
は
、
相
手
の
性
別
の
よ
っ
て
重
視
す
る
条
件

は
大
き
く
異
な
り
、
性
別
に
よ
る
役
割
期
待
が
違
っ
て

い
る
。

（
一
一
一
）
相
手
が
女
性
の
場
合
に
は
、
３
位
「
家
庭
環
境
」
（
三

○
％
）
、
４
位
「
家
事
能
力
」
（
二
四
％
）
、
５
位
「
教

養
・
セ
ン
ス
」
（
二
二
％
）
と
家
事
遂
行
能
力
と
子
育

て
に
関
連
す
る
素
養
が
重
視
さ
れ
る
。

（
四
）
相
手
が
男
性
の
場
合
に
は
、
３
位
「
行
動
力
・
実
行
カ
ー
’

男
女
と
も
に
、
「
性
格
」
、
「
健
康
状
況
」
が
結
婚
相
手
に
求
め

紺
手
が
男
性
の
場
合
に
は
、
３
位
「
行
動
力
・
実
行
力
」

（
三
六
％
）
、
４
位
「
職
業
」
（
三
○
％
）
、
５
位
「
収

入
・
財
産
」
（
二
六
％
）
と
職
業
遂
行
能
力
に
関
連
す

る
も
の
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
女
性
に
「
行
動

力
・
実
行
力
」
を
求
め
る
ひ
と
は
わ
ず
か
一
二
％
で
あ

る
。



1６ 

以
上
の
結
果
か
ら
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
伝
統
的
な
性
別
役

割
分
業
観
を
も
つ
人
は
、
二
五
％
か
ら
三
○
％
ほ
ど
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
、
回
答
者
の
性
別
に
よ
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
傾
向
が

大
き
く
変
わ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
着
眼
し
て
検
討
し
て

み
よ
う
。
極
め
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
回
答
者
の
性
別
に
よ
っ
て

は
項
目
の
順
位
は
変
わ
ら
な
い
。
結
婚
相
手
が
男
性
で
あ
っ
て
も
、

女
性
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
が
な
い
。
伝
統
的
な
性
別
役
割
分
業
観

は
、
男
性
、
女
性
を
問
わ
ず
か
な
り
普
遍
的
に
浸
透
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
比
率
に
お
い
て
は
、
回
答
者
の
性
別
に
よ
っ

て
違
い
が
み
ら
れ
た
項
目
が
あ
る
。

（
二
男
性
の
回
答
者
の
方
が
多
く
あ
げ
る
項
目
は
、
結
婚
相

手
が
女
性
に
対
し
て
は
、
「
家
事
能
力
」
（
四
ポ
イ
ン
ト

の
差
）
、
「
教
養
・
セ
ン
ス
」
（
六
ポ
イ
ン
ト
の
差
）
、

「
身
な
り
・
容
姿
」
（
六
ポ
イ
ン
ト
の
差
）
で
あ
る
。

（
三
女
性
の
回
答
者
の
方
が
多
く
あ
げ
る
項
目
は
、
結
婚
相

手
が
女
性
に
対
し
て
は
、
「
家
庭
環
境
」
（
六
ポ
イ
ン
ト

を
含
み
こ
む
可

か
し
、
「
健
康
状
況
」
と
い
う
条
件
は
、
病
者
差
別
、
障
害
者
差
、

を
含
み
こ
む
可
能
性
を
も
つ
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

る
条
件
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
見
、
「
あ
た
り

さ
わ
り
の
な
ど
条
件
と
し
て
見
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
「
健
康
状
況
一
と
い
う
条
件
は
、
病
者
差
別
、
障
害
者
差
別

表１結婚相手の条件として重視するもの

の
差
）
で
あ
る
。

（
三
）
男
性
の
回
答
者
の
方
が
多
く
あ
げ
る
項
目
は
、
結
婚
相

手
が
男
性
に
対
し
て
は
、
「
教
養
・
セ
ン
ス
」
宝
ポ
イ

結婚相手が女性の場合 結婚相手が男性の場合

回答者の性別 総数男性女性 総数男性女性

性格

健康状況

家庭環境

家事能力

教養・センス

思想・信条

行動力・実行力

身なり・容姿

趣味・特技

職業

学歴

収入・財産

無回答 ％％％％％％％％％％％％％ ２８１８０１１３７５２６６ 型価羽犯四週週６４３２１９２ ％％％％％％％％％％％％％ ８６８１４３７３４８５１２ ●●●●●●■●ｃ０■●● ２６６６５２１２５２２１４ ８６２２２１１１ 
２ ％％％％％％％％％％％％％ ３６１２７７５９０２３４１ 鋼舶卯塑、皿皿８５３２１８２ ％％％％％％％％％％％％％ ８３９８２３９３５１６８８ ■●●●■■■●◆●●●● ９１６１９１５１２１４６７ 

６６１ 

１３ 

３２２ ％％％％％％％％％％％％％ ４２３６４８３８５５０７４ ５０４１４２６２３９５４９ 
６６１ 

１１３ 
２ 

２２ ％％％％％％％％％％％％％ ５５６７４９０００２８８８ ■●●●●■巳■■●。●■７０５１１１６２３０４５９ 
６６１ 

１１３ 
３ 

２２ 
回答者総数

(＝100％） 3,6201,5841,995 3,6201,5841,995 



１７結婚差別に影響を与える要因について

「
家
庭
環
境
」
（
三
ポ
イ
ン
ト
の
差
）
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
は
、
回
答
者
が
男
性
の
場
合
は
、
相
手
の
性
別

を
問
わ
ず
「
教
養
・
セ
ン
ス
」
を
重
視
し
、
回
答
者
が
女
性
の
場

合
は
、
相
手
の
性
別
を
問
わ
ず
「
家
庭
環
境
」
を
重
視
と
い
う
特

徴
が
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
ぴ
と
は
「
家
庭
環
境
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ

て
へ
な
に
を
想
起
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
家
族
構
成
な

の
か
、
家
族
の
情
緒
的
関
係
な
の
か
、
親
の
し
つ
け
・
教
育
の
し

か
た
な
の
か
、
家
庭
の
出
身
階
層
な
の
か
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
い
う

文
化
的
資
本
な
の
か
、
そ
れ
と
も
家
族
構
成
員
の
学
歴
や
職
業
、

趣
味
、
性
向
な
ど
諸
々
の
も
の
を
含
み
こ
ん
だ
も
の
か
。
こ
の
調

査
で
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
デ
ー
タ
は
な
い
。

し
か
し
、
結
婚
相
手
自
身
で
は
な
く
、
当
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
出
身
家
族
の
あ
り
か
た
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な

い
。
そ
う
考
え
る
と
、
「
家
庭
環
境
」
と
い
う
の
は
、
出
身
家
族

の
社
会
的
資
源
の
総
体
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
出
身
家
族

の
階
層
的
位
置
と
つ
よ
い
相
関
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会

的
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

｛
四
女
性
の
回
答
者
の
方
が
多
く
あ
げ
る
項
目
は
、
結
婚
相

：
‐
Ｉ
：
；
卜
：
：
、
１
冒
一
し
‐
ミ
ー
。
；
，
’
１
．
－
う
、

手
が
男
性
に
対
し
て
は
、
「
性
格
」
（
四
ポ
イ
ン
ト
の
差
）

ン
ト
の
差
）

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
結
婚
に
対
す
る
態
度
を
聞
い
た
。
質
問
は
、
す
で
に

み
た
結
婚
の
条
件
に
つ
い
て
の
質
問
を
踏
ま
え
て
、
「
Ｑ
８
で
選

ん
だ
条
件
を
満
た
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の
結
婚
相
手
が
、
次
の
よ

う
な
人
で
あ
っ
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
と

思
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。
こ
の
よ
う
な
問
い
方
を
し
た
の
は
、

「
…
で
あ
れ
ば
、
性
格
が
暗
い
だ
ろ
う
」
と
か
「
職
業
が
不
安
定

だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
も
と
づ
く
勝
手

な
思
い
こ
み
を
し
な
い
で
回
答
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。

す
べ
て
の
点
で
申
し
分
な
く
、
た
だ
一
点
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
と
い
う
属
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
態

度
を
と
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
純
粋
な
か
た
ち
で
聞
こ
う
と
し

た
か
ら
で
あ
る
。

結
婚
相
手
が
、
同
和
地
区
出
身
者
、
あ
る
い
は
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
、
日
系
外
国
人
、
障
害
の
あ
る
人
の
四
つ
の
場
合
を
想
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
聞
い
た
。
結
婚
相
手
と
し
て
重
視
す
る
条
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
を
想
定
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
、
「
考

え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」
や
「
親
と
し
て
は
反
対
だ
が
、
子
ど
も

の
意
志
が
か
た
け
れ
ば
仕
方
が
な
い
」
と
い
っ
た
態
度
を
と
る
の

は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
属
性
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
を
も
つ
も
の

三
結
婚
に
対
す
る
態
度



1８ 

表２結婚に対する態度

他
方
、
「
考
え
な
お
す
よ

う
に
言
う
」
が
多
い
の
は
、

「
障
害
の
あ
る
人
」
の
二

五
％
で
あ
り
、
つ
い
で
「
日

本
で
生
ま
れ
育
っ
た
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
」
が
二
一
％
、

「
同
和
地
区
出
身
者
」
は
一

八
％
で
あ
る
。
「
日
本
で
働

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
。

そ
の
結
果
は
、
【
表
２
】

と
お
り
で
あ
る
。
「
問
題
に

し
な
い
」
が
最
も
少
な
い
の

は
、
「
障
害
の
あ
る
人
」
の

一
八
％
で
あ
り
、
「
同
和
地

区
出
身
者
」
、
「
日
本
で
生
ま

れ
育
っ
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮

人
」
、
「
日
本
で
働
き
、
永
住

を
希
望
し
て
い
る
日
系
外
国

人
」
は
い
ず
れ
も
三
五
％
前

後
で
あ
り
、
変
わ
り
は
な

い
０ 

が
な
い
」
に
着
目
す
れ
ば
、
他
と
比
べ

る
と
格
段
に
多
く
、
子
ど
も
の
意
志
の

強
さ
次
第
で
は
、
結
婚
を
認
め
る
よ
う

方
に
転
ず
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
選
択

肢
は
、
前
半
は
「
親
と
し
て
は
反
対
だ
」

と
い
う
よ
う
に
反
対
の
意
志
を
含
み
、

後
半
は
「
仕
方
が
な
い
」
と
消
極
的
に

許
容
す
る
意
向
を
含
ん
で
お
り
、
後
者

に
重
点
を
お
い
て
解
釈
す
る
か
、
そ
れ

と
も
反
対
の
意
志
の
椀
曲
的
表
現
に
す

ぎ
な
い
と
み
る
か
、
解
釈
は
単
純
に
は

い
か
な
い
。

性
別
に
よ
る
違
い
は
大
き
い
。
「
問
題

き
、
永
住
を
希
望
し
て
い
る
日
系
外
国
人
」
は
一
六
％
で
あ
り
、

最
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
結
婚
差
別
の
強
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
る
と
、
「
同

和
地
区
出
身
者
」
へ
の
結
婚
差
別
の
相
対
的
位
置
が
わ
か
る
。
結

婚
に
反
対
す
る
理
由
づ
け
は
そ
れ
そ
れ
に
違
う
だ
ろ
う
し
、
反
対

の
質
も
同
じ
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」

の
多
さ
や
、
「
問
題
に
し
な
ど
の
少
な
さ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

「
障
害
の
あ
る
人
」
と
の
結
婚
忌
避
は
最
も
強
い
よ
う
で
あ
る
が
、

「
親
と
し
て
は
反
対
だ
が
、
子
ど
も
の
意
志
が
か
た
け
れ
ば
仕
方

表３ ｢問題にしない」 の割合（性別）

計 問題に

しない

親としては反対

だが子どもの意

志がかたければ

仕方がない

考えなお

すように
二二ご

言う

鉦 答

同和地区出身者 100％ 346％ 43.1％ 17.5％ 4.8％ 

在日韓国・朝鮮人 100％ 34.5％ 39.8％ 20.6％ 5.1％ 

日系外国人 100％ 35.7％ 43.0％ 16.4％ 4.9％ 

障害のある人 100％ 17.8％ 521％ 24.8％ 5.3％ 

総数 男性 女・性

同和地区出身者

在日韓国・朝鮮人

日系外国人

障害のある人 ％％％％ ７７８７ 白●●●釧別弱Ⅳ ％％％％ ８８１５ ９８８９ ３３３１ ％％％％ ６４０３ ●●□● 釦、鈎珀



に
し
な
ど
と
す
る
も
の
は
、
女
性
よ
り
男
性
が
多
く
な
る
傾
向

に
あ
る
【
表
３
】
。
こ
れ
は
い
ず
れ
の
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
の
場
合
に

も
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
「
同
和
地
区
出
身
者
」
の
場
合
は
九
ポ

イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
。

逆
に
、
「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」
と
い
う
差
別
的
態
度
は
、

男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
と
く
に
「
同
和

地
区
出
身
者
」
の
場
合
は
五
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
る
（
男
性
一

五
％
Ｖ
Ｓ
女
性
二
○
％
）
。

結
婚
と
い
う
場
面
で
は
、
女
性
の
方
が
差
別
的
で
あ
る
と
い
う

結
果
は
、
く
り
か
え
し
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
権
問
題

の
す
べ
て
の
場
面
に
お
い
て
女
性
が
差
別
的
で
あ
る
と
一
般
化
す

る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
例
え
ば
「
差
別
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

柾
差
別
さ
れ
る
人
に
も
問
題
が
あ
る
」
と
犠
牲
者
非
難
的
意
見
に
賛

字
成
す
る
も
の
は
、
女
性
の
方
が
少
な
い
（
男
性
四
九
％
Ｖ
Ｓ

麹
女
性
四
四
％
）
。
け
れ
ど
も
、
殊
に
結
婚
と
い
う
場
面
に
限
っ
て

題
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
差
別
的
態
度
を
と
る
も
の
が
多
い
。

与
い
ず
れ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
、
加
齢
と
と
も
に
「
考

を響
え
な
お
す
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
」
が
多
く
な
り
、
「
問
題
に
し
な
い
」
が

〃
〃
／

蝿
少
な
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
［
表
４
】
。
し
か
し
、
子
細
に

割
み
れ
ば
、
若
干
の
乱
れ
も
み
ら
れ
る
が
、
一
般
に
、
結
婚
を
す
る

繩
よ
う
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
た
子
ど
も
を
も
つ
年
齢
（
男
女
と
も

９
に
五
一
ハ
ー
五
九
歳
）
層
に
、
消
極
的
姿
勢
を
も
つ
も
の
が
多
く
な

１
 

表４「問題にしない」の割合（性別・年齢別）

総数

ﾘ)性

２０～ 

24歳

25～ 

29歳

30～ 

醐歳

３５～ 

39歳

４０～ 

４１４歳

４５～ 

49歳

50～ 

別儀

55-

59歳

60-

6J1歳

６５～ 

69歳

70～ 

74歳

75歳

以上

同和地区出身者

在Ｈ韓国・朝鮮人

日系外囚人

障害のある人 冊兜船％７７９８ 御拠躯Ⅳ ％％船％０４２６ 市、、釘 ％％％％ ００００ 田唾弱麺 ％％％兜５５４７ 別礎弱町 ％％％％ Ⅲ６３５ 机仙仰却 ％％％％ ０４２２ Ｗ釦妬麹 ％％％％ ０１４６ ４３０５ ４４４１ 
393％ 

353％ 

39.3％ 

翠５％ ％兜％％９０７３ 幻刀汐Ⅲ ％％冊冊５５２８ 釣幻妬肥
270％ 

264％ 

253％ 

155％ 

％％％ ２３０ ２６２ ３２２ 
％ ％刊船％９４４５ 釦肥塑Ⅲ

女性

20～ 

2J1歳

25～ 

29歳

３０～ 

34歳

35-

39歳

４０～ 

41歳

４５～ 

49旗

50～ 

54歳

55へ

59歳

６０へ

61旗

65～ 

69歳

70～ 

74歳

75歳

以上

1可和地区出身者

在日韓国・Ｗｌ興人

日系外国人

障害のある人 ％％船％００２５ 筋価倒型 ％％％％ ５Ｊ１６ ５９５１ ４４５２ ％％％％ 汀０５０桁印弱塑 冊鮎％粉６７Ｊ５ 秘仙他為 ％％％％ ３１９５ ２【Ｉ７８３３３１ ％％％％ ５４７， 鉋諏銘凶 船％％％２９８７ 鋤釦刈肥 ％％％Ⅶ ４３０１ ７５０２ １１２１ 
203帖

l92qi） 

2(l９Ｉｌｉｊ 

8縁8`比 ％％％％ Ｉ７３８ 釦刈劉Ⅱ
19.3％ 

14」％

16.3％ 

１Ｍ％ 

136％ 

９」％

125％ 

5.70)６ 



2０ 

は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
」
と
「
在
日
韓
国

る
態
度
が
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
、
こ
れ

ら
と
「
日
系
外
国
人
」
と
「
障
害
の
あ
る

人
」
に
対
す
る
態
度
と
は
異
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
京
都
市
民
の
意
識
の
中
で

は
、
忌
避
の
対
象
と
し
て
「
同
和
地
区
出

身
者
」
と
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
と
が

同
じ
よ
う
な
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
同
じ
よ

う
な
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
、
「
同

和
地
区
出
身
者
」
へ
の
結
婚
忌
避
と
「
在

日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
へ
の
結
婚
忌
避
を
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
性
別
や
年
齢
別
の
傾
向
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
」
と
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
に
対
す

そ
こ
で
、
「
同
和
地
区
出
身
者
」
、
「
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
」
、
「
日
系
外
国
人
」
と

「
障
害
の
あ
る
人
」
の
順
位
相
関
係
数
を
計

算
す
る
と
、
【
表
５
】
の
よ
う
に
な
る
。

四
忌
避
的
態
度
の
相
関

表５忌避的態度の相関（スピアマンの順位相関係数）

表６「同和地区出身者」との結婚と「障害のある人」と
の結婚

そ
れ
ぞ
れ
は
、
極
め
て
強
い
相
関
を
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も

最
も
結
び
つ
き
が
強
い
の
が
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
と
「
日
系

外
国
人
」
で
あ
る
〒
七
九
九
）
、
つ
い
で
「
同
和
地
区
出
身
者
」

と
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
で
あ
る
（
・
七
六
四
）
。
こ
れ
ら
の

三
つ
が
相
互
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
の
場

|司和地区出身者 在日韓国・朝鮮人 日系外国人

在日韓国・朝鮮人

日系外国人

障害のある人

､7648 

.6619 

.5637 

､7944 

.5771 ､5751 

障害のある人

問題にし

ない

親として

は反対だ

考えなお

すように

行合計

同和地区出身者
問題にしない

親としては反対だ

考えなおすように

８６８ ３３５ ５４１ 
６ ８ 

５５ ５２ 
1８ 

2９ 

､５ 

603 

489 

17.7 

ｕ８７ ｎ汀釦
157 

25.1 

４６ 

9３ 

7.5 

2.7 

351 

22.6 

103 

０ ５ ４ 

０２ ●● ２３ ７１ 

1234 

100.0 

362 

１５５１ 

100.0 

45.5 

625 

1０００ 

18.3 

列合計 642 

18.8 

1874 

550 

894 

262 

3410 

100.0 



２１結婚差別に影響を与える要因について

合
に
「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」
人
は
、
他
方
で
も

「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

「
障
害
の
あ
る
人
」
と
の
結
婚
は
、
他
の
三
つ
の
マ

イ
ノ
リ
テ
イ
と
の
結
婚
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
。
【
表
６
】

は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
」
と
「
障
害
の
あ
る
人
」
と
の

関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
同
和
地
区
出
身
者
」
と

の
結
婚
の
場
合
「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」
人
の
う

ち
、
七
二
％
ま
で
は
「
障
害
の
あ
る
人
」
と
の
結
婚
で

「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

社
会
観
・
家
族
観
が
結
婚
忌
避
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ピ
ア
マ
ン
の
順
位

相
関
係
数
を
し
め
し
た
の
が
【
表
７
】
で
あ
る
。
「
社
会

の
い
ろ
い
ろ
な
矛
盾
に
は
、
し
か
た
が
な
い
と
あ
き
ら

め
ず
に
、
解
決
し
よ
う
と
努
力
し
た
い
」
を
除
い
て
、

い
ず
れ
も
有
意
な
相
関
が
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
強
い

影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
「
男
は
仕
事
を
も
ち
、
女
は

や
は
り
家
庭
を
中
心
に
考
え
て
、
家
事
・
育
児
を
し
た

ほ
う
が
よ
い
」
で
あ
り
、
固
定
的
な
性
別
役
割
観
を
も

つ
ひ
と
は
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
や
「
日
系
外
国
人
」

五
社
会
観
・
人
権
観
と
結
婚
忌
避

表７家族・性別役割観と結婚忌避（スピアマンの順位相関係数）

ｏ５％水雄で有意＊＊１％水準で有愈（ini側検定）以下同じ

Ａ・おおぜいの人のするようにした方が無難だ

Ｂ・社会のいろいろな矛盾には、しかたがないとあきらめずに、解決しようと努力したい

Ｃ、男は仕叫fをもち、女はやはり家庭を中心に考えて、家１１．育児をしたほうがよい

、、子育てや高齢打介護は、なるべく人の手にまかせずに、母親や家族でおこなうべきである

Ｅ、家庭の砿婆なことがらについては、夫が決める方がうまくいく

Ｆ，長男には、他の子どもと汎なる特別な役削がある

表８人権観と結婚忌避（スピアマンの順位相関係数）

八．人柾や椎利ばかり主張して、がまんすることができない者がj、えている

Ｂ，人柾教ffによって、誰もが自分の椎ｷﾘについてもっと学ぶ機会をもつくきた

ｃ、人椎問題とは、鑑別を受ける人のIlIl題であって自分に{よIllj係がない

Ｄ，人椎というのは、ＮＩＩ祥の考え方であって、人と人の和を大覗にする日本にはなじまない

Ｅ、思いやりややさし苔をみんながもてば人枢lIIIlulは餅決する

Ｆ・差別する人だけでなく、差別される人にもIMI題がある．

０．人1Ulの社会には、差別はつきものだ

Ａ同調思考 Ｂ社会矛盾 Ｃ性別役割 、介護役割 Ｅ夫主導 Ｆ長男役割

同和地区出身者

在日韓国・朝鮮人

日系外国人

障害のある人 ・・■■
1522*＊ 

1642*＊ 

1266*＊ 

1555*＊ 

0604*＊ 

､0319 

Ｏ別9*＊

､0449＊ 

-.1896*＊ 

-2328*＊ 

-.2124*＊ 

-.1891*＊ 

-.0682*＊ 

-.1260*＊ 

-.0966*＊ 

-.1003*＊ 

-.1563*＊ 

-.1703*＊ 

-」512*＊

-.1270*＊ 

-.1670*＊ 

-.1774*＊ 

-.1571*＊ 

-.1491*＊ 

Ａ橘Ｉ主張 Ｂ権利学習 Ｃ人権は鷲関係 Ｄ和をili視 Ｅ思いやり F繍牲者非箙 Ｏ宿命蕾

同和地区出身者

在日韓国・朝鮮人

日系外国人

障害のある人

-.1769*＊ 

-2086*＊ 

-.1912*＊ 

-.1727*＊ 

.1233*＊ 

.1247*＊ 

､0947*＊ 

､0805噸＊

-.2302*＊ 

-.2427*＊ 

-2194*＊ 

-.2092*＊ 

-2083*券

-2154*＊ 

-2002*＊ 

-｣942本＊

￣● 

■■■ 

■■□ 

● 

0122＊ 

0803*＊ 

0553*＊ 

0932*＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ｎ門ね肥７７２２ ２２２２ 』●。■』。・ロ
-1128*＊ 

-0948＊＊ 

-1098*＊ 

-1245*＊ 



2２ 

向
に
あ
る
。

と
の
結
婚
を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
。

人
権
に
関
す
る
考
え
方
が
結
婚
忌
避
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
を

み
た
の
が
【
表
８
】
で
あ
る
。
最
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の

は
「
差
別
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
差
別
さ
れ
る
人
に
も
問
題
が
あ

る
」
と
い
う
犠
牲
者
非
難
の
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
意
見
に
賛
成

す
る
も
の
は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
を
避
け
、
こ
の

意
見
に
同
意
し
な
い
も
の
は
、
「
問
題
に
し
な
い
」
と
答
え
る
傾

二
番
目
に
影
響
の
与
え
て
い
る
の
は
、
「
人
権
問
題
と
は
、
差

別
を
受
け
る
人
の
問
題
で
あ
っ
て
自
分
に
は
関
係
が
な
い
」
、
三

番
目
は
「
人
権
と
い
う
の
は
、
西
洋
の
考
え
方
で
あ
っ
て
、
人
と

人
の
和
を
大
事
に
す
る
日
本
に
は
な
じ
ま
な
い
」
、
四
番
目
は

「
人
権
や
権
利
ば
か
り
主
張
し
て
、
が
ま
ん
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
者
が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
影
響
を

与
え
る
強
さ
の
順
序
は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
だ
け

で
な
く
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
や
「
日
系
外
国
人
」
、
「
障
害

を
も
つ
人
」
で
も
同
様
で
あ
る
。

七
つ
の
意
見
は
い
ず
れ
も
有
意
な
相
関
を
示
し
て
い
る
が
、
な

か
で
も
弱
い
相
関
で
あ
る
の
は
、
「
思
い
や
り
や
や
さ
し
さ
を
み

ん
な
が
も
て
ば
人
権
問
題
は
解
決
す
る
」
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

符
号
は
、
他
と
同
様
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
こ
の
意
見
に
同
意
し

な
い
も
の
の
方
が
、
「
問
題
に
し
な
い
」
と
回
答
す
る
傾
向
が
あ

つ
ぎ
に
、
ト
ラ
ブ
ル
の
体
験
の
有
無
（
Ｄ
Ｂ
‐
］
》
Ｃ
巨
「
』
）
、
友

人
・
知
人
の
有
無
（
Ｃ
ｓ
‐
□
》
Ｃ
巨
「
、
）
、
付
き
合
い
の
質
（
Ｃ
ｓ
‐
い
》

Ｃ
］
」
‐
い
）
、
近
親
者
が
も
つ
偏
見
へ
の
接
触
の
有
無
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
←
．
Ｃ
］
］
‐

ｅ
が
、
ど
の
程
度
結
婚
忌
避
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
示

し
た
の
が
［
表
９
】
で
あ
る
。

被
説
明
変
数
は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
と
「
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
と
の
結
婚
」
の
二
つ
で
あ
る
。
「
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
と
の
結
婚
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
も
強
い
影
響
を
与
え
て

い
る
の
は
、
付
き
合
い
の
質
（
Ｃ
ｓ
山
）
で
あ
り
、
つ
い
で
友

人
・
知
人
の
有
無
（
Ｃ
ｓ
‐
山
）
、
ト
ラ
ブ
ル
の
体
験
の
有
無
（
Ｃ
］
◎
「

」
）
と
な
り
、
近
親
者
が
も
つ
偏
見
へ
の
接
触
の
有
無
（
Ｄ
Ｂ
‐
←
）

は
、
こ
の
四
つ
の
項
目
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
弱
い
影
響
と
な
っ

て
い
る
。

｜
方
、
「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
の
場
合
、
付
き
合
い

る
。
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
符
号
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
人
権
教
育
に
よ
っ
て
、
誰

も
が
自
分
の
権
利
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
機
会
を
も
つ
べ
き
だ
」

だ
け
が
、
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
意
見
に
賛
成
す
る
も
の

は
、
「
問
題
に
し
な
ど
と
回
答
す
る
傾
向
が
あ
る
。

六
付
き
合
い
．
体
験
と
結
婚
忌
避
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表９付き合いと結婚忌避（スピアマンの順位相関係数）

010.lあなたは、韓国・朝鮮人との付き合いで（鯨国●朝鮮人の方は日本人との付き合いで）文化や民族の違いを原IkI
として、何か蝉な体験がありましたか。

010~２あなたには、韓国・朝鮮人の（韓国・朝鮮人の方は日本人の）友人や知人がいますか。
Ｏ１０３その友人とどのように接していますか。

１回塒や民族の違いに触れないようにして付き合っている

２友人は（あなたは）韓国●朝鮮人であることを明らかにして付き合っている

０１Ｍあなたの父母や祖父母は、韓回・朝鮮人を（韓国．朝鮮人の方は日本人を）雄ったI)交際をさけるような嵩葉や
態度を示したことがありましたか。

０１１~ｌあなたは、同和地区出身者との付き合いで（同和地区出身の方は、地区外の人とのつきあいで、liil和地区出身で
あることを理11'として)、何か嫌な体験がありましたか。

011-2あなたには、｜可和地区出身の友人や知人がいますか。

011-3その友人とどのように接していますか。

’同和地区出身者であることに触れないようにして付き合っている

２友人とは同和地区出身者であることを明らかにして付き合っている

０１１４あなたの父母や祖父母は、Ｉ可和地区出身者を嫌ったI)交際を苔けるような言葉や態度を氷したことがあI)ましたか。

表１０生き方と結婚忌避（スピアマンの順位相関係数）

I]本風の名前のほうがきしきわ')が少なく、生活しやすいのでよい

本名を率直に名乗れるような、偏見のない社会にすることが必妥だ

できるだけ、ロ本の習慣にあわせてほしい（あわせていきたい）
稗回や朝鮮の文化に誇りをもって、保持してほしい（保持したい）
同和地区出身であることを自分から明らかにして生きている

同和地区出身だということにこだわりをもたないで生きる
差別をなくすために連動をする

０１０１ 

010-2 

010-3 

０１０斗

O11-l 

Oll-2 

011-3 

の
質
（
Ｃ
］
］
‐
巴
が
最
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の

は
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
の
結
婚
」
の
場
合
と
同

じ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
親
者

が
も
つ
偏
見
へ
の
接
触
の
有
無
（
Ｃ
早
←
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
の
結
婚
」
の
場
合

に
は
、
偏
見
へ
の
接
触
（
Ｃ
Ｓ
Ｌ
）
が
、
あ
ま
り
弱
い

影
響
力
し
か
も
た
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
極

め
て
興
味
深
い
結
果
で
あ
る
。
こ
の
違
い
が
、
な
ぜ

生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

仮
説
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
可
視
性
の
違
い
で
あ
る
。
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の

場
合
、
国
籍
や
民
族
文
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
存

在
は
見
え
や
す
い
が
、
同
和
地
区
出
身
者
の
場
合
、

そ
の
存
在
が
日
常
的
に
は
見
え
に
く
い
。
同
時
に
、

実
体
験
や
接
触
経
験
が
乏
し
い
た
め
に
、
親
か
ら
聞

い
た
話
（
う
わ
さ
話
）
の
真
実
性
を
自
分
自
身
で
チ

ェ
ッ
ク
で
き
ず
、
い
つ
ま
で
も
そ
れ
を
保
持
し
つ
づ

け
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
近
親

者
の
感
情
を
込
め
た
話
を
修
正
し
な
い
ま
ま
、
い
つ

ま
で
も
影
響
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
Ｃ
ｓ
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
名
前
や
生
き

方
や
、
Ｃ
臣
の
同
和
地
区
出
身
者
の
生
き
方
に
つ
い
て

在日朝鮮人との付き合い

010‐１010-2010-3０１０４ 

同和地区出身者との付き合い

011-1011-2011-3０１１４ 

同和地区出身者

瓶日韓国･朝鮮人

､1250*＊‐｣734*＊、1797*＊‐､0938*＊

・'578*＊‐2128*＊、2691*＊‐､0959*＊

1242*＊‐､1469*＊2667本＊‐2099*＊

・'039*鼈．1074*＊2349*＊‐1713*＊

在日の生き方

010-1０１０－２010-3０１０４ 

同和地区出身者の生き方

Oll-lOll-2011-3 

同和地区出身者

在日韓国・朝鮮人

-｣852*＊．1976*＊‐2480*＊、1535*＊

-.2305*＊2547*＊‐､2907*＊、1934*＊

､００８３2177*＊、1275*＊

､0371＊．1726*＊・'095*＊
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の
意
見
と
結
婚
忌
避
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
た
の
が
、
｛
表
Ⅲ
］
で

あ
る
。

以
上
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

（
二
子
の
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
出
身
者
、
あ
る
い
は
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
、
日
系
外
国
人
、
障
害
の
あ
る
人
で
あ
る
と
わ
か

っ
た
場
合
、
京
都
市
民
の
過
半
数
は
、
親
と
し
て
反
対
の
態
度
を

も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
明
白
に
「
考
え
な
お
す
よ
う
に
言
う
」

と
拒
否
的
な
態
度
を
し
め
す
も
の
は
少
な
い
が
、
「
親
と
し
て
は

反
対
だ
が
、
子
ど
も
の
意
志
が
か
た
け
れ
ば
仕
方
が
な
い
」
と
い

う
碗
曲
的
な
拒
否
的
態
度
を
含
め
る
と
、
六
割
か
ら
八
割
に
達
す

る
。
な
か
で
も
、
障
害
者
の
場
合
は
厳
し
く
、
拒
否
の
態
度
は
あ

か
ら
さ
ま
に
表
現
さ
れ
る
。

二
一
）
ま
た
、
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
出
身
者
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
、
日
系
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
強
弱
の
程
度
に
つ
い
て
は

数
％
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
拒
否
の
態
度
は
ほ
ぼ
同
じ

よ
う
に
み
ら
れ
る
。
強
い
拒
否
な
態
度
（
「
考
え
な
お
す
よ
う
に

言
う
」
）
で
み
る
と
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
（
二
一
％
）
、
「
同
和

地
区
出
身
者
」
二
八
％
）
、
「
日
本
で
働
き
、
永
住
を
希
望
し
て

い
る
日
系
外
国
人
」
二
六
％
）
で
、
そ
の
差
は
五
ポ
イ
ン
ト
程

七
ま
と
め

拒
否
的
な
態
度
は
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
く
な
り
、
「
問
題

に
し
な
ど
と
す
る
も
の
は
、
女
性
の
方
が
よ
り
少
な
く
な
る
傾

向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
婚
相
手
が
同
和
地
区
出
身
者
だ
け
な
く
、

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
障
害
者
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し

日
系
外
国
人
の
場
合
に
は
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
四
）
年
齢
が
若
く
な
る
ほ
ど
、
拒
否
的
な
態
度
は
少
な
く
な

り
、
「
問
題
に
し
な
ど
が
多
く
な
る
。
「
問
題
に
し
な
ど
が
過

半
数
を
越
え
る
の
は
、
相
手
が
同
和
地
区
出
身
者
や
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
の
場
合
、
男
性
で
は
三
○
～
三
四
歳
で
あ
る
が
、
女
性
で

は
二
○
～
二
四
歳
と
若
い
世
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
傾
向
が
今
後
も
継
続
的
に
維
持
さ
れ
る
な
ら
、
近
い
将
来
、

大
き
な
変
動
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
相
手
が
障
害
者
の
場
合

は
、
若
い
世
代
と
い
え
ど
も
状
況
は
厳
し
い
。
啓
発
活
動
を
重
点

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
域
で
あ
る
。

（
五
）
結
婚
に
つ
い
て
の
態
度
は
、
同
和
地
区
出
身
者
、
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
、
日
系
外
国
人
、
障
害
者
そ
れ
ぞ
れ
の
相
関
は
か

な
り
高
い
。
と
り
わ
け
同
和
地
区
出
身
者
と
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

と
の
相
関
、
お
よ
び
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
日
系
外
国
人
と
の
相

関
が
強
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
背
後
に
は
同
じ
要
因
が

度
で
あ
る
。
こ
の
程
度
の
違
い
は
、
社
会
状
況
の
変
化
や
ち
ょ
っ

と
し
た
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
で
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
結
婚
に
つ
い
て
の
態
度
は
、
顕
著
な
性
差
が
認
め
ら
れ
、
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作
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
障
害
者
に
対
し
て
は

別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
働
い
て
い
る
。

（
六
）
注
意
す
べ
き
こ
と
に
「
同
和
地
区
出
身
者
の
場
合
は
結

婚
に
賛
成
す
る
が
、
障
害
の
あ
る
人
の
場
合
は
反
対
」
は
、
若
い

世
代
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
。
障
害
者
差
別
の
克
服
は
、

若
い
世
代
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
は
、
タ
テ
マ
エ
・
レ
ベ

ル
で
は
取
り
繕
わ
れ
て
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
結
婚
の
場
合
に
は

顕
在
化
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
忌
避
的
態
度
を
克
服
す
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
こ
ま
ず
、
考
え
ら
れ
る
の
は
人
権
問
題
へ
の
関
心
や
知
識

で
あ
る
。
人
権
問
題
へ
の
関
心
や
知
識
が
、
結
婚
忌
避
の
態
度
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
度
合
い
は
弱
く
、
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
強
い

相
関
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
同
和
問
題
の
解
決
は
国
の
責
務
で

あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
し
た
同
和
対
策
審
議
会
答

申
が
出
さ
れ
た
」
と
い
う
知
識
の
有
無
と
「
同
和
地
区
出
身
者
と

の
結
婚
」
と
の
相
関
は
低
く
〒
一
○
八
）
、
そ
れ
よ
り
も
「
戦

争
拡
大
の
中
で
朝
鮮
人
が
日
本
に
強
制
連
行
さ
れ
た
」
と
い
う
知

識
の
有
無
と
「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
と
の
相
関
と
の
相

関
の
方
が
高
い
（
・
’
六
四
）
。
こ
れ
は
、
「
同
和
対
策
審
議
会
答

申
が
出
さ
れ
た
」
と
い
う
知
識
が
か
な
り
広
範
に
流
布
ざ
れ
陳
腐

化
し
て
お
り
、
態
度
変
容
へ
の
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
れ
よ
り
も
「
朝
鮮
人
強
制
連
行
」
に
つ
い
て
の
知
識
（
関

心
）
の
方
が
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
形
成
に
関
連
を
も
っ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
社
会
観
・
家
族
観
は
、
結
婚
へ
の
態
度
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
な
か
で
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
「
男
は
仕
事

を
も
ち
、
女
は
や
は
り
家
庭
を
中
心
に
考
え
て
、
家
事
・
育
児
を

し
た
ほ
う
が
よ
い
」
で
あ
り
、
固
定
的
な
性
別
役
割
観
を
も
つ
ひ

と
は
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
や
「
日
系
外
国
人
」
と
の
結
婚

を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
。

（
三
）
さ
ら
に
、
人
権
問
題
に
関
す
る
考
え
方
が
結
婚
へ
の
態

度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
最
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の

は
犠
牲
者
非
難
の
考
え
方
で
あ
り
、
「
差
別
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

差
別
さ
れ
る
人
に
も
問
題
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
に
賛
成
す
る
も

の
は
、
「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
を
忌
避
す
る
傾
向
が
強

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
思
い
や
り
や
や
さ
し
さ
を
み
ん
な
が
も

て
ば
人
権
問
題
は
解
決
す
る
」
は
、
結
婚
へ
の
態
度
に
は
ほ
と
ん

ど
関
連
を
も
た
な
い
。
こ
の
よ
う
に
犠
牲
者
非
難
の
見
方
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ど
う
の
よ
う
に
啓
発
を
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

（
四
）
こ
こ
で
は
詳
細
な
デ
ー
タ
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
啓
発

活
動
の
効
果
は
、
期
待
し
た
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
「
学
校
の

授
業
の
中
で
の
同
和
教
育
、
人
権
教
育
」
が
影
響
を
あ
た
え
て
い



2６ 

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
年
齢
に
よ
る
間
接
的
な
影
響
で
あ
り
、
年

齢
要
因
を
制
御
す
る
と
、
同
和
教
育
の
影
響
は
消
滅
し
た
。
ま
た
、

「
市
役
所
・
区
役
所
や
学
校
で
行
わ
れ
る
市
民
や
保
護
者
対
象
の

講
演
会
や
研
修
会
」
も
、
二
○
歳
代
か
ら
四
○
歳
代
の
年
齢
層
で

は
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
。

そ
の
な
か
で
、
大
き
な
影
響
を
も
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
「
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
人
と
の
交
流
事
業
」
で
あ
る
。
同
和
地
区
出
身
者

と
の
結
婚
を
「
問
題
に
し
な
ど
と
す
る
も
の
の
割
合
は
、
交
流

事
業
に
参
加
し
た
経
験
者
に
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
。

ま
た
、
「
職
場
の
研
修
会
」
に
つ
い
は
四
○
歳
代
か
ら
六
○
歳

代
の
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
年
齢
層
に

お
い
て
は
効
果
が
み
ら
れ
る
。

（
五
）
啓
発
事
業
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
、
付
き
合
い
の
有
無
で
あ
る
。
「
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
る

人
が
い
る
」
も
の
は
、
結
婚
に
お
い
て
も
忌
避
し
な
い
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
付
き
合
い
の
有
無
よ
り
も
、
さ
ら
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
は
付
き
合
い
の
質
で
あ
る
。
「
国
籍
や
民
族
の
違

い
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
付
き
合
っ
て
い
る
」
場
合
や
、
「
同

和
地
区
出
身
者
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
付
き
合
っ

ま
た
、
近
親
者
が
も
つ
偏
見
へ
の
接
触
の
有
無
（
Ｃ
」
］
‐
と
が

「
同
和
地
区
出
身
者
と
の
結
婚
」
に
つ
い
て
は
か
な
り
強
い
影
響

て
い
る
」
場
合
は
、

ま
た
、
近
親
者
一

結
婚
に
も
抵
抗
感
を
も
つ
。

を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
六
）
結
婚
を
め
ぐ
る
態
度
に
は
、
付
き
合
い
の
有
無
が
関
係

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
ど
の
よ
う
な
付
き
合
い
の
し
か
た

を
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
質
が
関
係
し
て
い
る
。
「
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
と
の
結
婚
」
の
場
合
、
「
で
き
る
だ
け
、
日
本
の
習
慣
に

あ
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
る
も
の
は
、
忌
避
的
態
度
を
と
る
。

「
本
名
を
率
直
に
名
乗
れ
る
よ
う
な
、
偏
見
の
な
い
社
会
に
す
る

こ
と
が
必
要
だ
」
、
「
日
本
風
の
名
前
の
ほ
う
が
さ
し
さ
わ
り
が
少

な
く
、
生
活
し
や
す
い
の
で
よ
ど
と
い
う
意
見
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
付
き
合
い
の
有
無
で
は
な
く
、
付
き
合
い
の

質
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

＊
詳
し
く
は
「
京
都
市
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告

書
」
㈱
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
、
二
○
○
一
年

十
一
月
を
参
照
。


